青風荘　フェイスシート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日：2006・5・26

	入　所　者
	氏　名　上　岩　英　治　様　　　　　男・女　　　　昭和18年3月1日生（63歳）

	
	現住所　　　　　八戸市大字田面木字赤坂35-9　　　　青風荘　　　　（27－7658）

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	難治性胃潰瘍、白内障

糖尿病（18単位）痛風（改善）

	
	発症時期
	S　45年　月頃（27歳時）
	罹 患 期 間
	約　31年　

	
	入院回数
	　　　8　回
	延べ入院年数
	　約　30年　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　）
	外来受診日
	土曜日（２週　１　回）

	医療区分
	　国保　家族（被扶養者）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	年　　金
	有・無　　　　　　　　（生活保護、月額　10　万円　）　

	入所年月日
	Ｈ１４年２月1８日
	身　長
	163ｃｍ
	体重
	60㎏

	最終学歴
	　軽米中学校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	　八百屋　→　土工夫　→　丸通　→　土工夫

	保　護　者
	氏　名　上岩　キミ　様　　　　　　　　　続柄　姉　　　　（同居　否）

	長期目標

· 生活場所の確保　　○生活リズムの確保　　○食生活の自己管理

	入院・治療歴

１　S45～S51.4月23日　　　　     入院　　　　 松平病院　　　　　　　　  精神分裂病

２　S51.4月26日～H8.12月16日   入院　　　   青南病院①　　　　　　　　精神分裂病

３　H6           　　　            外来　　 　　赤田外科　　　　　　　　　胃潰瘍

４　H6　　　　　　　　　　　　　   外来　     　日赤病院（第1内科）　　　胃潰瘍

５　H8.12月6日～H8.12月30日　  入院　　　   日赤病院　　　　　　　　出血性胃潰瘍

６　H.8.12月30日～H9.8月7日    入院　　     青南病院②　　　　　　　 精神分裂病

７　H9.8月8日～H9.9月4日　　　 入院　　　   日赤病院　　　　　　　　難治性胃潰瘍

８　H9.9月4日～H13.4月10日　　 入院　　　   青南病院③　　　　　　　　精神分裂病

９　H13.4月10日～H13.4月17日　 入院　　　　 日赤病院　　　　　　  老人性白内障（手術）

１０　H13.4月17日～　　　　　　　  入院　　　　 青南病院④　　　　　　　　精神分裂病



	生活歴

軽米町にて出生。同胞６名中第５子

中学校卒業後に上京し、八百屋で５～６年働き帰郷。３年程、土工夫としてあちこちを転々とした後、昭和４５年頃（本人２７歳）に地下鉄工事中に感電、その１０ヶ月後に発病し松平病院へ入院となる。本人、入院中に作業療法を希望、昭和５１年４月に当院へ転院となる。

・Ｈ14年10月に青風荘入所～現在に至る。

	＜家族構成＞

・父母は既に死亡

· 第一保護者の姉　　上岩キミ氏(次女)

· 第二保護者の姉　　小松明子氏　（三女）

その他の家族とは疎遠である。


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 上岩キミ氏(次女)が日赤病院受診時に付き添っている。受診後、買物・昼食をともにして本人との関係性を保っている。

· 家族は本人が糖尿病であることを自覚していない為、金銭を渡している。

· 青風荘での金銭管理や生活指導について説明しているが、全く聞く耳を持たず、逆に被害的になっている。

· 本人の生活保護費から隔月で１０万円を渡している。


（青風荘）施設症例検討会議①

平成　18年　5月　26日　（金）

	氏　名
	上岩　英治　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　18年　3月　1日（　62歳）


	問題点
	介入方法

	①糖尿病による食事制限・おやつ制限がありながら自覚がない。食事に関しての執着がある。
	· 食事制限に関して本人が納得できる言葉で説明、本人の摂取量（１８単位）と本人が摂取している量を比較する事で認識して貰う。

· 徹底した金銭管理を行なう事でカロリーオーバーのオヤツを買わない。

· 姉様への協力を求め、本人に要求されても金銭を渡さないよう３者面談で要請。



	③対人関係（コミュニケーション技術が未熟な為、スムーズな会話が出来ない。気に入らない事があれば独語や相手を睨みつける。）
	· 症状が見られる場合は声掛けをして現実に引き戻すようにする。不満等がある場合、訴えを聞きその解消に努める。

· 処方変更も含めて主治医と相談。症状悪化の場合は入院治療についても相談。

	③合併症通院治療の継続


	· 家族との連携を図り通院治療を継続する。



	これまでの経過（最終評価日　H18年　5月　20日）

	· デイナイトケアへは拒否無く通所しているが、プログラムには消極的、他者とのコミュニケーションも不良となり、気に入らない事があれば相手を睨みつけながら独語している。施設内でも同様で、全体ミーティングでも気に入らない事などがあれば、低い声で独語したり、ホール内をウロウロして相手を睨みつけるようにしている。気が向けばテレビを観たり、通路に寝転んだりしているが、殆ど部屋で音楽を聴いて過ごしているため無為、自閉的傾向見られる。

· 姉様の援助により日赤病院へ通院しているが、姉様も糖尿病についての理解が薄く、本人に要求されれば、金銭を渡している。青風荘へ入所していてほしいと強く希望しており、自分が出来る事として（日赤受診付添い・買物・金銭面）本人へ直接援助している為、本人も姉様への依存が強く、職員の指導や援助を受け入れない事がある。

· 食事制限については、青風荘での勉強会を通して以前よりは理解されている。また、金銭管理と購入品の管理（一週間分のお小遣いと購入予定品の申告）をすることで、ＱＯＬを維持しながら体重の減少見られている。




プラン計画者　氏名：　長谷部　拓生　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年　6月5日　（月）　青山荘地域交流活動室















